
 平成 2９年１０月（１４３）               フェイスブック「美濃地区自治組織・はつらつ美濃の里」 
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 世帯数 １５７世帯 

 人 口  ３４６人   

   男  １６０人    

    女   １８６人    

高齢化率５０．６％ 

   （８月末現在） 

美濃はつらつ通信 
        有田下のソバ畑（三浦 満さん栽培） 

   
   

   
 

          

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      

           

                                        

 

 

  
 
 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   美濃地区の取り組み視察 
     匹見３公民館が来訪 

 匹見上、匹見下、道川の３地区振興センターのセン 

ター長や応援隊員ら７人が９月８日、自治組織の取り 

組みを視察するため美濃地区を訪れました。 

 視察団は、地区振興センターで真庭応援隊員から美 

濃地区自治組織 

「はつらつ美濃 

の里」の活動の            らつ美濃の里」の 

                 説明を受けたの 

ち、魅力化団体                受けたのち、魅力 

である、ジャス 

ミンの会が栽培 

するヒマワリ畑  学しました。 

や、ふれあいサ   視察を終えたあと参加者からは「住民主導で取 

ロンの拠点を見    り組んでいるのがすばらしい」「住民一人ひとりが  

自主的に一体感を持って活動している」「住民と地 

  視察した人たち 区振興センターの距離が近い」などの感想が聞か

れ        れました。 

          「住民一人ひとりを大切に、一体感を持って取り 

 組んでいる」「美濃地区のようなふれあいスペー

スを設けたい」などの感想が聞かれました。 

  

  

  和太鼓演奏通し差別のない社会に！   
二条・美濃地区合同で 

人権同和教育研修会を開催 

 和太鼓の迫力ある演奏とトークで、人のつながりや 

命の尊さを伝える人権同和教育研修会が８月１９日、 

西南中学校の体育館で１２６人集めて開催されました。 

 この日、心に響く演奏とトークを披露したのは、大 

阪市住吉区を拠点に活動を続けている“浅香太鼓集団 

「獅子」”のみなさん。 西南中の５人の生徒や会場の 

参加者を交え、和太鼓の楽しみ方を体験。 

同団の山本代表は「差別があることを知った日から、

差別に対してノーと言うことが大切」と語りました。 
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西南中生徒と来場者が和太鼓の演奏体験を楽しむ 

校庭に生え広がった草を取り除く地区民 

 美濃いきいきクラブと美濃連合自治会共催の第 

２回環境整備が９月１０日７時から行われまし

た。奉仕作業に加わった地区民は４６人。 

校庭や公民館 

周辺、診療所、 

いこいの広場な 

ど、草刈りや木 

の剪定、草取り 

を約２時間かけ 

整備しました。 

 奉仕作業で見違えるほどきれいになった校庭 

元旅館の建物を活用したふれあいサロンを見学 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館 

 

 

 

 

  

１０月の診療予定日 

火曜日   木曜日 

  

  

  ５日 

 村野医院 

 １０日  

神崎内科 

 １２日 

澄川クリニック 

  

  

 １９日  

中島クリニック 

 ２４日 

 神崎内科 

 ２６日 

  林医院 

     

 

                         

     

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
 

昨
年
に
続
き
優
勝 

市
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で 

美
濃
ラ
イ
ジ
ン
グ
快
挙
！ 

 

 

   

 

          

 

 

 

 

  

                    を収集しながら、それ         

                   らを題材にした語りの   

                   出前公演を各地で行い           

い、                好評を得ています。       

                    公演では、子ども６

人を含む２９人            人を含む２９人が美濃                

     に             に伝わる民話の語りや                 

                   寸劇、パネルシアター      

                   などを２時間にわたっ 

               て楽しみま 

               した。 

 

 

 

 

 

 

               

診療時間 １３：３０～ 

 

 

 

      １０月の行事予定 

 ５日（木） 公民館運営委員会 

        １９：３０～  

７日（土） 市老連スポーツ芸能大会 

 ９日（祝） 結い学び部会（マップづくり 

地域調査） ８：３０～ 

１１日（水） 第２回ふれあい給食会 

        １０：３０～ 

１６日（月） 議会報告会 １９：００～ 

２３日（月） フェイスブック教室１４：００～   

２９日（日）  健康相談日 １０：００～ 

        健康運動指導士 

美原愛子さん講演 

ぶらり 

美濃さんぽ 

 

   ６４０年の歴史を誇る「東光寺」 
       ―美濃地町本郷下― 
 美濃地八幡宮が勧請されてから約１５０年後の永和

３年（１３７７・室町時代）、紀伊国（和歌山県）根来寺

の僧・道忠がやってきて、八幡宮の社務所（神社を管理

する所）として東光寺を建てました。これが、東光寺の

始まりとされています（旧美濃地八幡宮社記から）。 

 やがて宝徳２年（１４５０）、東光寺で仏道に励んで

いた長康が大般若経６百巻の書写を達成し、神社に納め

ました。このことは当時の東光寺及びその周辺がかなり

な経済力を持ち、文化の中心として繁栄していたことを

物語っています。 

 その後、天正１３年（１５８５）に羽柴秀吉の攻撃で

紀伊国の根来寺は焼け落ちますが、その末寺である東光

寺もまた、この時代に消滅したものとされ、道忠の開基

から２百２年で廃寺となりました。 

 しかし寛永２年（１６２５）、河内の田中善三郎とい

う人が本願寺第１２世・准如の法弟（道秀）となり、河

内芋ケ迫に儀岸院と称す寺を建てました。そして２世淨

智が寺を河内道免山に移転。３世儀岸は寺の廃絶を遺憾

として津和野藩主に東光寺の復旧を願い出、延享２年

（１７４５）４世文宝のとき許可が下り、本尊阿弥陀如

来像を安置し大谷派本願寺の末寺となりました。 

それから約３０年後の安永２年（１７７３）、５世冠

秀が本郷の高台に寺を再建し、現在の東光寺の基礎を築

きました。その後、受剛、受穏、龍穏、敬信、穏見と続

き、１１世唯正のときの昭和２８年に本堂を新築。現在

は川登町の極楽寺から迎えた１３世住職・山口原始さん

が寺を守っています。 

 

 
 
 
                       
  

                          

現
在
の
東
光
寺 

昭和１６年当時の東光寺 

「シンジャク」と呼ばれる 

河内下の旧東光寺跡に残

る２世淨智の墓 

変形ナス発見！ 
 １本の茎から２本また
は４本のナスができた

と、河内下の石橋松夫さ

んが写真のようなナス

を公民館に持参されま

した。これは接ぎ木苗で 

育ったもので、けっこう

このような変わった形

ができることがあるそ

う。味に遜色はないとの

ことです。 

  ジャンボカボチャできました！ 
 河内上の森脇博文さんがご覧のようなビッグサイ 

ズのカボチャを栽培しました。これはコンテスト用 

やハロウィンの装飾として使われるアトランチック 

・ジャイアントと呼ばれる種類で、直径約６０セン 

チあり、大人一人では抱えられない重さだそうです。 

 

         
 


